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今
年
も
６
月
下
旬
か
ら
小
須
戸

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
七
夕
か

ざ
り
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。
折

紙
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
小
須
戸
小
２
年
生
か
ら
願

い
事
を
短
冊
に
書
い
て
も
ら
い
１

階
ロ
ビ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
ま
で
の
期
間
中
、
多

く
の
小
学
生
が
訪
れ
、
思
い
思
い

の
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
飾
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
今

ど
き
の
も
の
か
ら
、
い
つ
の
時
代

も
変
わ
ら
ぬ
も
の
ま
で
、
本
当
に

心
和
む
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

短
冊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
な
れ
ま
す

よ
う
に
」
「
好
き
な
人
と
せ
き
が

え
の
と
き
に
と
な
り
の
せ
き
に
な

れ
ま
す
よ
う
に
」
「
お
母
さ
ん
と

お
父
さ
ん
が
お
金
持
ち
に
な
れ
ま

す
よ
う
に
」

☆
み
ん
な
の
願
い
が
か
な
い
ま
す

よ
う
に
☆

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　７月21日（土）小須戸まちづくりセンター１階の保育室で恒例

の「こわいおはなし会」が開催されました。保育園児を中心に、

子どもたち38人、大人14人が参加し、こわいおはなしを聞きま

した。

　おはなしの後、手作りの蜘蛛のおもちゃが子どもたちに贈ら

れました。

　ボランティア

グループ「おは

なしポケット」

は子どもたちが

もっと『おはな

し会』に来て、

本を好きになっ

てほしいと期待

していました。

　

高
校
２
年
の
夏
、
私
は
最
後

の
部
活
動
の
大
会
を
迎
え
る
。

一
般
的
に
、
高
校
最
後
の
大
会

は
３
年
の
夏
だ
が
、
私
の
学
校

の
吹
奏
楽
部
は
、
高
校
３
年
の

夏
は
受
験
勉
強
に
専
念
す
る
た

め
、
周
り
よ
り
も
一
足
早
く
最

後
の
大
会
を
迎
え
る
。

　

「
最
後
」
と
い
う
言
葉
は
、
私

に
パ
ワ
ー
を
与
え
る
。
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
私
を
襲
う
。
伝
統
・
先
輩
か
ら

の
期
待
・
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
や
講
師
の
先
生
方…

逃
げ

た
く
な
る
と
き
も
あ
る
が
、
や
る

し
か
な
い
。
意
地
を
見
せ
て
や
る
。

そ
の
気
持
ち
で
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
る
。

　

吹
奏
楽
は
団
体
競
技
で
あ
り
、

他
の
ど
の
部
活
よ
り
も
、
仲
間

と
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

私
は
思
う
。
出
演
番
号
２
番
。

一
言
で
言
え
ば
、
不
利
だ
。
し

か
し
、
そ
ん
な
状
況
で
ど
れ
だ

け
私
た
ち
の
精
一
杯
の
演
奏
が

で
き
る
か
が
勝
負
ど
こ
ろ
だ
と

思
っ
て
い
る
。
８
月
２
日
・
新

潟
テ
ル
サ
、
私
の
青
春
を
出
し

切
り
、
次
の
大
会
へ
の
切
符
を

つ
か
み
た
い
。

花沢夢佳さん
（小須戸）

「
青
春
真
っ
盛
り
」

七
夕
に
願
い
を
込
め
て

七
夕
に
願
い
を
込
め
て

七
夕
に
願
い
を
込
め
て

　

梅
雨
明
け
の
７
月
14
日

（土）
、
矢

代
田
小
学
校
３
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
小

須
戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、
秋

葉
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
運
営

グ
ル
ー
プ
の
共
催
で
、「
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
振
興
交
流
会
」
が
小
須
戸

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

60
名
の
参
加
者
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
ス
リ
ッ
パ
卓
球
も
ア
ジ
ャ
タ

も
初
め
て
の
方
が
多
く
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
や
ス
リ
ッ
パ
卓
球
倶

楽
部
の
皆
さ
ん
か
ら
優
し
く
丁
寧

に
指
導
を
受
け
、
楽
し
く
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
大
人
は
少
し
バ
テ

気
味
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は

元
気
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
い

ま
し
た
。

　

小
須
戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

で
は
、
毎
月
第
２
、
４
火
曜
日
19

時
～
21
時
ま
で
小
須
戸
体
育
館
で

「
ス
リ
ッ
パ
卓
球
教
室
」を
行
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
一
度
見
学
、
体
験
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※

問
合
せ
先

（
携
帯
０
９
０-

３
４
７
６-

０
６

３
７
小
見
）
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

      
      

ニ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
！

ニ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
！

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！

      

ニ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
！

  

猛
暑
が
続
く
７
月
24
日
午
後
、

～
築
堤
前 

明
治
時
代
の
水
田
村

を
復
元
す
る
試
み
～
と
題
し
て
、

「
水
田
の
昔
を
懐
か
し
む
会
」が
水

田
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

  

当
日
は
、
水
田
地
区
以
外
の
方

を
含
め
、
40
名
を
超
す
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
講
師
の
木
村
宗

文
さ
ん
、
青
木
達
男
さ
ん
か
ら
、

明
治
の
水
田
村
の
土
地
更
正
図
と

各
家
々
の
番
地
等
が
入
っ
た
建
物

台
帳
を
も
と
に
、
築
堤
に
よ
っ
て

多
く
の
家
が
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
当
時
の
水
田
村
の
様
子
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
復
元
、
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で

も
、
河
川
敷
の
旧
住
居
跡
を

「
ふ
る
や
し
き
」と
称
し
、
畑

と
し
て
耕
作
し
て
い
る
家
が

多
く
、
各
々
が
先
人
の
苦
労

を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。

  

公
民
館
で
は
10
月
に
、
地

域
学
講
座
「
語
り
継
ぐ 

小
須

戸
の
文
化
」
～
資
料
で
楽
し

む
小
須
戸
の
歴
史
編
～
を
４

回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
今
回
の
資
料
を

も
と
に
、「
築
堤
前
の
水
田
村

を
復
元
」
の
講
座
を
行
い
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

明
治
の
水
田
を
懐
か
し
む

明
治
の
水
田
を
懐
か
し
む

明
治
の
水
田
を
懐
か
し
む

ゆめ か
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文　

芸　

欄

陽
を
い
っ
ぱ
い
青
田
大
き
く
深
呼
吸　
　
　

中

野

太

浪

梅
雨
の
空
千
変
万
化
雲
流
る　
　
　
　
　
　

間

野

え

り

夏
柳
憩
ふ
母
子
に
風
渡
る　
　
　
　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

隣
家
に
嬰
の
生
ま
る
る
夏
つ
ば
め　
　
　
　

吉

澤

文

子　
　
　
　

声
立
て
て
笑
ふ
幼
子
風
薫
る　
　
　
　
　
　

本

多

玲

子

み
ち
の
く
の
峡
の
露
天
湯
ほ
た
る
舞
ふ　
　

馬

場

綾

子　
　

日
ざ
し
受
け
気
ま
ま
に
伸
び
る
立
葵　
　
　

丸

山

紀

子　
　
　
　

青
梅
の
し
き
り
に
落
ち
て
父
偲
ぶ　
　
　
　

風

間

幸

子　

青
梅
の
旨
み
秘
め
た
る
甕
の
中　
　
　
　
　

吉

田

松

子　
　
　
　
　
　

茄
子
漬
の
紫
紺
に
女
冥
利
か
な　
　
　
　
　

佐
久
間
久
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
い
て
な
お
欲
ば
り
な
夢
短
冊
に　

  　
　

会

田　

修

園
児
ら
の
短
冊
の
夢
風
に
揺
れ　
　
　
　
　

浄　
　
　

栄

七
夕
に
今
年
も
無
事
と
祈
り
ま
す　
　
　

  

保

科

志

枝

笹
竹
に
嫁
が
欲
し
い
と
母
の
文
字　
　
　
　

能
登
と
し
お

七
夕
に
祈
る
平
和
な
二
度
童
子　
　
　
　
　

増

井

都

留

酒
を
飲
み
酒
に
飲
ま
れ
て
七
十
年　
　

  　
　

風
間
源
一
郎

姉
妹
五
人
そ
ろ
っ
て
元
気
で
す　
　
　
　
　

奉　

和　

崇

幾
と
せ
も
燕
巣
作
り
巣
だ
ち
か
な

　

親
鳥
庭
木
で
子
鳥
呼
び
待
つ　
　
　

    

玲　
　
　

泉

夕
映
え
の
暮
れ
ゆ
く
一
人
寂
し
さ
を

　

あ
な
た
は
知
る
や
空
の
か
な
た
で　
　
　

吉
田
ま
つ
え

人
気
な
き
夜
道
を
踊
り
さ
ら
い
つ
つ

　

く
る
り
廻
れ
ば
月
が
見
て
い
た　
　
　
　

高

橋

キ

ヨ

画
面
見
て
他
人
事
で
な
い
と
思
い
知
る

　

大
河
に
挟
ま
れ
暮
ら
す
我
が
身
は　
　
　

こ　

み　

け

〈七夕〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

し　

こ
ん

み
ょ
う　

り

ひ
と  

け

ひ　
　

と 

う
ま

か
め

せ
ん 

ぺ
ん

あ
お 

う
め

い
こ

ば
ん  

か  

そ
ろ

と
な
り

ひ

や
や

や

お
さ
な

ご

か
い

し
の

た
ち
あ
お
い























































文　

芸　

欄

　
　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
可
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
24
日（
金
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公

　

民
館
へ
。
















































































































































































































































































































































俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集



　

「
第
73
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会
」（
県
展
）
に
入
選
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

「
読
め
る
文
字
で
自
分
の
こ
と
ば

を
書
く
」
と
い
う
作
品
で
入
選
す

る
事
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
書
で
自
分
の
気
持
ち
を
表
現

す
る
と

い
う
楽

し
み
を

こ
れ
か

ら
も
続

け
て
い

き
た
い

と
思
っ

て
い
ま

す
。

小須戸地区図書室新刊案内
【一般書】

・極上の孤独　　　　　　　　 （下重暁子）

・友だち幻想                   （菅野仁）

・図解わかる年金 2018－2019 年版

                            （中尾幸村）

・手仕事のあるこだわりバック

                        （ブティック社）

・暮しの手帖のクイックレシピ

                    （暮しの手帖編集部）

・主役は、ごちそうおにぎり     （Tesshi）

・幸せになりたければねこと暮らしなさい

                               （樺木宏）

・さざみのよる                 （木皿泉）

・たゆたえども沈まず         （原田マハ）

・あやかし草紙             （宮部みゆき）

【児童書】　

・にゅうどうぐも             （野坂勇作）

・さんさんさんぽ       （えがらしみちこ）

・ざんねんないきもの事典［正］ （今泉忠明）

・ざんねんないきもの事典 続  （今泉忠明）

　６月26日快晴、「暮らしと上下水道」をテーマに、個人ではなかなか見学

することができない信濃川浄水場と中部下水処理施設を、　32人で巡ってき

ました。

　信濃川の水を私たちに欠かせない飲み水にまでする浄水処理と、生活で

使った排水を魚が住めるまでにする下水処理、私たちの暮らしはこのよう

な仕組みで支えられていたのですね！ 

　今まであまり気にせず使っていた上下水道が、ここまで大変な時間と費

用をかけて処理されていることを知り、これからは水を無駄にせず、必要

　　　　　　　　　以上の洗剤や薬品等を使わないようにしなければ･･･

　　　　　　　　　と参加者一同強く心に感じた学習会でした。

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

福祉バス研修「水上バスで行く新潟市・水の旅」
私たちがどのような仕組みに支えられているか [上下水道]　７月19日（木）地域の茶の間「いこてば、こいてば、ふれあい会館」と矢

代田小学校２年生の交流会がありました。まずは、地域の茶の間の参加者

が学校へ足を運び、児童が縦割り班で校内の掃除をする姿を見学しました。

班長である６年生が低学年に掃除のやり方を教えたり、ていねいに雑巾が

けをする姿を見て、参加者はとても感心していました。また、校内のあち

こちでは児童が「こんにちは」と元気よく挨拶する声が響いていました。

　その後、会場をふれあい会館に移し、ＰＰＫ48 による体操や輪投げを楽

　　　　　　　　　　　　しみました。地域の茶の間参加者と２年生の混

　　　　　　　　　　　　合２チームに分かれて対戦した輪投げでは、白

　　　　　　　　　　　　熱した戦いが繰り広げられ、ふれあい会館の壁

　　　　　　　　　　　　が震える程の大歓声があがりました。孫のよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な小学生とふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れあい、暑さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も吹き飛ぶ楽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しいひととき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となりました。

矢代田小学校２年生との交流会

第
73
回
県
展

回
県
展

第
73
回
県
展

回
県
展

第
73
回
県
展
入
選
作
品
紹
介

書
道
部
門

入　

  

選

 

「
古 

稀
」

　
　

  

五
十
田  

順
さ
ん

                  

（
小
須
戸
）

　

祭
り
で
出
番
を
待
っ
て
い
る
様

子
を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

80
歳
を
過
ぎ
る
と
視
力
、
体
力
、

思
考
力
が
衰
え
ま
す
が
、
楽
し
み

な
が
ら
撮
影
を
し
て
行
き
た
い
で

す
。

写
真
部
門

入　

  

選

 

「
出
番
待
ち
」

　
　

  

風
間
ヤ
ヨ
エ
さ
ん

                  

（
新  

保
）

写
真
部
門

入　

  

選

 

「
至
福
の
と
き
」

　
　

  

野
﨑  

義
和
さ
ん

                  

（
横
川
浜
）

　

ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
、

気
分
よ
く
飲
み
物
を
飲
ん
で
い
る
若
者
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開催日　　１０月１３日（土）雨天決行
行き先　　裏磐梯（福島県裏磐梯サイトステーション・桧原湖
          畔遊歩道・五色沼自然探勝路ほか）
定  員　　先着４５人（中学生以上）（最低催行人員３０人）
参加費　　１人当たり５，０００円（交通費、保険料ほか）
          （注意）参加費に食費は含まれておりません。
受付開始　　午前５時３０分から（両集合場所とも）
集合場所・出発時刻　小須戸出張所前　　午前５時５０分
          秋葉区役所駐車場　午前６時００分
帰着時刻　　午後７時００分ごろ（予定）
申込み　　８月２０日（月）から８月２７日（月）まで
          蒲鉄トラベル白根店（電話：025-373-2183，営業時
          間：平日午前１０時から午後７時まで）へ電話でお申込
          みください。ただし、定員になり次第締切ります。
問合せ　　ハイキングの詳細については、新潟市スポーツ推進
          委員阿部（090-2638-8958）まで

  秋葉区新津の歴史や発展にとても関わりの深い「桂家」とは、
いったいどのような家なのか？スライドや講師の話を聴き、最
終日には街歩きをして「桂家」の実像に迫ります。なお、内容
は、６・７月に行なった講座と同じです。
日　時　①９月 28 日（金）   「桂家がやってきた」
        ②10 月５日（金）   「桂家がやけた」
        ③10 月 13 日（土）   「桂家を探して歩く」
        時間は①②は午後６時30分～８時30分、③は午前10時～12時
会　場　新津地域交流センター
※詳しい内容は新津地区公民館にお問合せください。
定　員　成人の方（初めて受講される方、優先）で20名
        （申込多数の場合は抽選）※参加費無料
申込受付　９月５日（水）午前 9時～９月13日（木）午後5時まで
申込・問合せ　新津地区公民館（☎0250-22-9666）

『秋葉区 区民ハイキング』参加者募集
～裏磐梯（桧原湖畔遊歩道・五色沼自然探勝路）ハイキング～

もう一度 大好評につき！「秋葉区の学び」参加者募集
【桂家】って、どんな家？
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